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発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





******************************************************************








９月例会


シッコ上映会


参加者の感想











　●アメリカと言う国がたいへんな状況になっていることがわかった。大胆な映画をつくって、アメリカで批難を浴びなかったのか？ 日本の保険で、アメリカの保険会社が入っているのが不安だ。（女）


　●医療保険があることに麻痺して暮しているなあと思います。とくに、稼いでいる年代の人に想像力をもって欲しい。25年前に北区でオリンピック（スーパー）株式会社が病院経営するという医療参入に反対しました。株式会社が直営する形は阻止できましたが、病院は開設されました。それなりに地域医療に大事な機関となって20年。昨2007秋、突然閉鎖した「東十条病院」です。企業の営利目的の医療参入の実例です。患者は放り出されます。（女）


　●これからの日本も保険会社と病院との関係が懸念される。（女）


　●アメリカは富める国と思っていたが、国民皆保険が無いことにおどろいた。日本は本当に恵まれていると思う。これを維持していかなくては、という思いを強くした。（女）


　●日本もますます（国と政府が国民を管理するという）アメリカに近づいていくような。本当にコワイです。（女）


　●日本も米国と同じようにならないよう、国民がもっと関心を持つようにしなくてはならないと考えさせられた。（女）


　●米国のみならず、英国、仏国、キューバ、カナダの医療保険の実情を知ることのできる、大変すぐれた映画だった。日本の医療事情改善へ模範となる数々の例。米国人がいかに洗脳されているのかよく分かった。（女）


　●世界の医療の仕組みを見て、世界全体がいろいろな考えでやっているが、病人の事を考えてくれる国づくりが必要と考えます。（女）


　●国民皆保険の日本であることを感謝しつつも、外国人にきびしい制度にも見直す要あり。米国の傘下に組み入れられつつあることを注意すべく、できるだけ多くの人びとに見てほしい。（女）


　●マイケルムーアさんの勇気に感動。日本でもこのような人が･･･。（男）


　●むりしてきて、とてもよかった。


　●国民全員にみてほしい。ヨーロッパやカナダを見習いたい。（男）


　●今の我々の明日を見せつけられた様だ。米国が「改めることが出来る国」なら、わが国は「なににも逆らえない従順さ」が取り柄の国なのだろうか。（男）


　●個人主義の国アメリカ、金、金、金のアメリカ、今、日本もここに向かっている。すごい映画だと思う。学校で、また全国で上映してほしいと思う。本当のアメリカを知ることになると思う。（女）


　●現在の日本のあり方がだんだんとアメリカに近づいて行く様な気がします。人びとはもっといろいろの事に関心をもつべきです。（女）


　●医療問題の行く末が案じられる今日、アメリカの医療制度について知らせてくれたこの映画は、驚きであり、今後の日本の医療制度の行く末を考えさせてくれるものでした。後期高齢者医療制度についても私たちは声をあげていくべきだと痛感しました。上映会を企画してくださってありがとうございました。（女）


　●とにかく映画を見てよかった。人間の幸せを守る国に住んでいたい！そのため、日本の今のことも、もっとしっかり知らなければいけない。（女）


　●別に社会主義を云々しなくても、これを見たら、肥えふとる側と、倒れて死ぬまでしぼりとられる大多数の立場の違いをいやというほどつきつけられる思いがする。これで「保険会社や米国政府が公平だ」と主張する人間がいたら、彼らは奴らとグルの完全な阿呆だとしかいえない。命を張って人びとのために尽くした人びとが、医療を満足に受けられず困っていたと知っておどろいた。「９・１１だ！」「英雄だ！」といっていたから、米政府からケアされていると思っていた。（女）


　●マイケルムーアさんの眼は、我々日本人が今持たなければいけない観察力の眼です。最近の日本人は、アメリカ資本主義の悪いところだけ真似て、「自分さえ儲かれば他人はどうなっても良い」「頭の良い奴が悪い奴らを食い物にするのは当たり前だ」（だから今の日本は詐欺師の天国でしょう）。（男）


　●このように考えさせてくれる映画を上映してくださった実行委員会の皆様に感謝いたします。いろいろ考えさせられました。ありがとうございました。（男）


　●スタッフの皆様ご苦労さま、開閉時のドアは重いので、ドアの開閉の補助スタッフがいると良いですね。（女）


　●音が大きく聞きにくかった。（そのため）理解しにくかった。後半はスジが分った。（男）


　●バックの音楽が音量大で疲れたです。（女）


　●音楽が大きくて耳障りでした（年のせいかもしれませんが）。（女）


　●映画の音声が大きすぎてとてもつらかったです。（女）


　●前の回（13時）を見た友達が、「何しろ音響がすごくて、映画の筋より頭が変になりそう」だったそうで、私たちの回では･･（男）


　●字幕なので年寄りには見づらかった。（男）


　●冷房が効きすぎ！　CO2を減らすためにも、健康のためにも、適温に管理してください。（女）














調布｢憲法ひろば｣第３９回例会のご案内


一体をなす９条と２５条


社会保障改悪は憲法破壊の露払い


　　　発題者：鈴木彰さん（多摩川在住）


●とき：１０月１２日（日）13時30分～


●ところ：あくろす2階会議室


　＜発題者からのひとこと＞　アメリカの注文に応えて憲法９条をつくり変え、日本が戦争出来るようにする動きは、紆余曲折をたどりながらも止まるところがありません。確かに「九条の会」が前進し、改憲派の宣伝部のような「読売新聞」の世論調査にも変化があらわれ、「任期中の改憲」を標榜した安倍内閣も頓挫し、改憲策動が苦境に立っているようにも見えますが、この流れの底に仕掛けられた「社会保障改悪」の存在を軽視できないと思います。憲法改悪の流れを完全にとどめるうえで、暮らしと権利を直撃し「戦争できる国」の物理的な条件を整えてきた「社会保障改悪」を抑制すること。それにとどまらず、憲法２５条の内容でもある「社会保障」の拡充をめざすことが、いよいよ重要になっていると思います。その思いを語らせていただきたいと思っているのですが・・・

















